
茨城大学教育学部紀要（教育科学）64 号（2015）43 － 62

大正・昭和戦前期全国中等学校図画教員の総覧的研究（5）
―東京府立高等女学校・私立高等女学校及び女学校―

金子一夫 *

（2014 年 11 月 28 日受理）

A Research on Drawing Teachers at Secondary Schools in the Taisho
and the Showa Era Pre-World WarⅡ

 Part5: Girl’s Schools in Tokyo Prefecture

Kazuo KANEKO *

（Received November28, 2014）

１　緒　言

　筆者は既に「大正・昭和戦前期全国中等学校図画教員の総覧的研究」として「（1） 直轄学校」「（2）
東京府内教員養成諸学校及び公立中学」「（3）東京府内私立中学」「（4）茨城県」を発表した。本稿
はそれに続く「（5）東京府内公立・私立高等女学校」である。
　前稿までは創立年月日順に並べたが，本稿から原則として開校順に並べる。これは創立年月日の
調査が困難な場合や，設立認可を創立とした場合かなり開校と時間的ずれがある場合があったため
である。また，開校時は高等女学校ではない女学校や女子実業学校が高等女学校に昇格する場合や，
私立高等女学校が自校の矜持を守るため敢えて女学校に降格する場合がある。また，廃校になった
女学校もある。それゆえ高等女学校と他の女学校を整然と分けるのは困難である。各種学校の女学
校や一時的に女子実業学校であっても昭和 18 年３月の時点で女学校と称していれば，開校順に全
て並べた。本稿の目的は図画教員の総覧提示であるから，校種の厳密な区別にこだわらない。ただ，
図画教員の性格の違いが予想されるので，公立と私立に分けて掲載した。
　昭和 18 年３月時点までに高等女学校，女学校と称した学校は 160 余校ある。とりあえず，その
160 余校を二回に分けて示す。女子実業学校はまた後に発表する。その学校特有の典拠資料は記す。
従前からの共通典拠資料『中等教育諸学校職員録』，そして本稿での共通典拠資料である全国高等
女学校長協会『（昭和十六年六月現在）全国高等女学校長協会関係職員録』は特に必要ない場合は
記さない。原則として昭和 18 年３月時点での校名を見出しにした。また，昭和 18 年７月からの都
政実施に伴い，府立校は全部，市立校は一部が都立になる。表中には必要な場合のみそれを示す。
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　なお，今回は国立公文書館の文部省関係文書を数多く参照した。中等学校は学則や授業料等を文
部省に変更申請する際，現況報告の一つとして教員一覧も添付する。教員一覧には，免許の有無と
種類，担当教科，給料，最終学歴，就職年月，生年月日等が附されている。学校史等に勤務期間が
載っていないことが多いので，申請文書の教員情報は大変貴重である。

１　東京府立・市立高等女学校

1. 府立第一高女
　東京都立白鴎高等学校『百年史』（平成元年）所収の「旧職員」を参照。昭和 10 年代の図画教員
の退職年月はおおよその年月。大正 14 年から昭和 31 年まで長年にわたって勤務した橋本興家は，
版画家としても知られる。同校『創立百周年記念』（昭和 63 年）には橋本興家の回想が載っている。
森田亀之助，水谷武彦は東京美術学校が本務である。二人の退職年月は不明。
2. 府立第二高女
　百周年記念誌編纂委員会『竹早の百年』（東京都立竹早高等学校，平成５年）所収「教職員一覧」
を参照。ただし，勤務年月ではなく勤務年度の表記のみである。東京府立女子師範と併設されてい
たので，教員も兼任。東京府女子師範学校の図画教員の勤務期間と同じと判断した。
3. 府立第三高女
　東京都立駒場高等学校創立六十周年記念事業実行委員会『東京都立駒場高等学校創立六十周年』

（昭和 38 年）を参照したが，断片的にしか図画教員の記載はない。今井伴次郎は明治 44 年３月東
京美術学校図画師範科卒業直後から昭和 18 年までの約三十三年間，異動することなく勤務した。
4. 府立第四高女
　現在の都立南多摩高等学校の前身。大正期前半の竹下ノブ（能婦）の勤務は，同時期の印刷局『職
員録』を参照。大正前半期に竹下と望月クラは図画担当を分担していたと思われる。大正後半期は
望月が図画担当。ただ，昭和に新野利三郎が赴任してからは修身と家事担当となる。昭和期はほと
んど新野が勤務している。
5. 府立第五高女
　現在の都立富士高等学校の前身。図画教員の勤務期間は東京府立第五高等女学校『東京府第五高
等女学校要覧』（同校，昭和 10 年）所収「職員」を参照。そのため，昭和 20 年前後の図画教員が
未確認。大正・昭和戦前期の大部分は守屋（中山）セツが勤務した。守屋の修業歴等は不明。
6. 府立第六高女
　同校は現在の都立三田高等学校の前身である。創立六十周年記念誌編集委員会『東京都立三田高
等学校 60 周年記念誌』（同校，昭和 58 年）及び『創立七十周年記念誌』（同校，平成５年）の「教
職員在職一覧」等を参照。高橋吉雄，高橋重雄と東京美術学校図画師範科卒の二人の高橋姓の教員
が続く。二人の関係は不明。
7. 府立第七高女
　同校は大正５年設置の郡立南葛飾高女を起源とし，都立小松川高等学校の前身である。同校『創
立 80 周年記念誌』（東京都立小松川高等学校，平成８年）を参照したが，戦後の教員表のみ所収。
大正年間の松永信嗣の勤務は印刷局『職員録』を参照した。明治期に図画を担当したことがあるの
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で，図画担当と推定した。しかし，校長としての勤務であり，図画担当と推定したのにはやや不安
が残る。松田義之は本務が東京美術学校の嘱託教員である。
8. 府立第八高女
　同校は大正７年設置の荏原郡立実科高女を起源とし，現在の都立八潮高等学校の前身である。大
正 12 年から戦後まで，図画師範科卒で創作手工協会の会員であった三森連象が勤務する。前任者
の松原久安については不明。
9. 府立第九高女
　同校は大正 12 年設置の青梅町等組合立実科高女を起源とし，現在の多摩高等学校の前身である。
市田和男，竹内砿太郎の修業歴は不明。
10. 市立第一高女
　現在の深川高等学校の前身。昭和 18 年７月に都立深川高女となる。『東京都立深川高等学校　創
立二十五周年沿革史』〔昭和 25 年〕の「創立以来の職員菜」を参照。
11. 市立忍岡高女（市立第一実科高女）
　明治 36 年創立の私立日本女子美術学校の土地建物が明治 44 年東京市に寄贈され，東京市立第一
女子技芸学校となる。さらに大正３年に東京市立第一実科高女，昭和４年に市立忍岡高女となる。
昭和 18 年の都政実施を機に都立忍岡高女となる。昭和 23 年都立忍岡新制高等学校，昭和 25 年に
忍岡高等学校となる。忍岡高等学校『創立七十周年記念誌』（同校，昭和 56 年）には，図画教員の
勤務期間は明確に記されていない。平岡信敏の在勤，東谷俊蔵の就職年月は国立公文書館の東京市
立第一実科高女文書「授業料増額竝受験料徴収ノ件」（大正 14 年２月），蓮尾達雄の就職年月は同「生
徒定員変更ノ件」（昭和 16 年２月）を参照した。なお，次項の市立目黒高女の図画担当であった飯
川雪は，大正 15 年４月から昭和 10 年以降まで刺繍・造花の担当教諭として勤務している。
12. 市立目黒高女
　大正六年目黒村立目黒実科高女，同年町立，昭和 4 年目黒町立目黒高女，昭和 7 年東京市立目黒
高女となる。昭和 18 年 7 月の都政実施に伴い都立となる。現在の都立目黒高等学校の前身。女子
美術学校刺繍高等師範科卒の飯川雪が戦後まで 20 年以上勤務する。飯川の就職年月や在勤は，国
立公文書館の同校文書「生徒定員変更ノ件認可申請」（昭和 13 年３月，昭和 16 年２月）を参照した。
13. 府立第十高女
　昭和 11 年に創立。昭和 23 年に都立第十女子新制高等学校，昭和 25 年に都立豊島高等学校と改
称する。東京高等工芸学校出身の山内荘夫と東京美術学校日本画科卒の浅野正俊が長く勤務する。
14. 府立第十一高女（府立桜町高女）
　昭和 13 年に創立。昭和 16 年に桜町高女と改称。都立桜町高等学校の前身。東京美術学校西洋画
科卒の武田一郎が戦後まで勤務する。
15. 府立十二高女（府立北野高女）
　昭和 11 年に創立。戦後，都立北野高等学校となったが，平成 18 年都立志村高等学校と統合して
都立板橋有徳高校となったため，北野高等学校は廃校。東京高等工芸学校工芸彫刻科卒の田畑為徳
が勤務する。
16. 府立第十三高女（府立武蔵高女）
　昭和 15 年に府立高等家政女学校内に設置。翌年，移転し府立武蔵高女と改称。昭和 24 年，都立
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武蔵女子高等学校，翌年都立武蔵高等学校となる。東京美術学校図画師範科卒の大橋太郎が勤務す
る。
17. 府立第十四高女（府立城北高女）
　昭和 15 年に第一高女内に創立。戦後に都立城北高等学校となったが，平成 11 年に単位制の都立
桐ヶ谷高等学校に転換した。第一高女内に設置されたため，図画教員も橋本興家，榛葉嘉一郎と第
一高女図画教員が兼務した。
18. 府立第十五高女（府立神代高女）
　昭和 15 年に府立第十高女に併設され，翌年府立神代高女と改称する。昭和 17 年９月に調布に移
転する。現在の都立神代高等学校の前身。東京高等工芸学校工芸彫刻科卒の河野文一郎が勤務する。
同科卒の図画教員は珍しいが，第十高女の山内荘夫，第十二高女の田畑為徳も同科卒である。
19. 府立第十六高女（府立葛飾高女）
　昭和 15 年に第七高等女学校内に設置。翌年府立葛飾高女と改称。昭和 21 年になって葛飾区上千
葉町に移転。昭和 23 年に都立葛飾女子新制高等学校，昭和 25 年都立南葛飾高等学校と改称した。
戦時中は東京美術学校図画師範科卒の中山正義が勤務する。
20. 府立第十七高女（府立城南高女）
　昭和 15 年に第八高女に併設された。昭和 17 年に府立城南高女と改称したが，昭和 21 年３月末
をもって廃止。小貫松三，山下大五郎が勤務。第八高女に併設されたため，戦時中の生徒の報国団
は『団員名簿（昭和十七年六月現在）』によれば，第八高女と同一組織である。
21. 府立第十八高女（府立井草高女）
　昭和 16 年に府立第二十一中学校内（府立武蔵中学）に設置される。翌年に府立井草高女と改称。
昭和 18 年に上石神井に移転。昭和 23 年，都立井草新制高等学校となる。文検出身で東京高等師範
図画手工研究科に学んだ青山平吉が開校時から戦後までずっと勤務する。
22. 府立第十九高女
　昭和 17 年１月に青山に創立。昭和 18 年７月都立千歳高女と改称。昭和 21 年に都立芝高等家政
女と統合。昭和 23 年に都立千歳女子新制高等学校，昭和 25 年に都立千歳丘高等学校と改称した。
最初の昭和 17 年には図画担当教員はいない。昭和 18 年に稲垣虎之助の勤務を確認。
23. 府立第二十高女
　昭和 17 年に創立，昭和 23 年都立赤城台新制高等学校と改称し，昭和 25 年に赤城台高等学校となっ
た。平成元年に新構想の都立国際高等学校へ転換する。跡地には新宿山吹高等学校が建つ。文検出
身の小野政吉が勤務。
24. 府立第二十一高女
　昭和 17 年に第一高女内に開設され，昭和 21 年に第一高女に統合される。現時点では勤務してい
た図画教員は未確認。第一高女内に設置されたので，第一高女の図画教員が兼務している可能性が
高い。
25. 府立第二十二高女
　昭和 18 年に第十高女に併設され，昭和 21 年第十高女に統合される。『昭和十八年十月十日現在
　東京都教育関係職員録』に同校嘱託として佐藤忠良の名がある。佐藤忠良は後に彫刻家として名
を知られる。
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26. 市立第四高女（市立竹台高女）
　昭和 10 年に上野公園内に創立。昭和 18 年７月の都政実施とともに都立竹台高等女学校となる。
昭和 15 年から天井陸三，酒泉淳が勤務する。昭和 15 以前の『中等学校諸学校職員録』に市立第四
高女の記載が無く，不明。天井陸三の勤務期間は『天井陸三画集』（昭和年）の年譜参照。
27. 八王子市立高女
　昭和 16 年に市立高女として創立。昭和 23 年市立女子高，同 25 年に市立藤森高校となる。同 29
年から都立移管となる。東京美術学校図案科卒の小川森太郎がしばらく勤務する。
28. 成美女
　昭和 15 年に府立第一高女夜学校として開校し，翌年府立成美女学校と改称。昭和 18 年に第一高
女二部（夜間課程）に継承され，成美女学校自体は昭和 20 年３月に廃止となる。昭和 16 年に第一
高女の榛葉嘉一郎の兼務を確認。
29. 養心女
　昭和 16 年に第三高女夜学校として開校し，昭和 17 年に養心女学校と改称する。昭和 18 年第三
高女二部に継承され，養心女学校自体は昭和 20 年３月に廃止となる。最初，第三高女の今井伴次
郎が兼務し，その後は高橋吉雄が勤務する。両者とも東京美術学校図画師範科卒。
30.  昭徳女
　昭和 15 年に第五高女夜学校として開校し，昭和 16 年に昭徳女学校と改称し，昭和 18 年に府立
第五高女二部に継承され，昭徳女学校自体は昭和 20 年３月に廃止となる。図画教員としては第五
高女の守屋セツが兼務する。
31. 洗心女
　昭和 4 年私立第六高女夜学校として開校。昭和 11 年府立，昭和 16 年に洗心女学校となり，昭和
18 年第六高女二部に継承され，洗心女学校自体は昭和 20 年３月に廃止となる。公立系の夜間課程
女学校としては早い設立。第六高女の高橋重雄がずっと兼務している。
32. 真澄女
　昭和 15 年に第八高女夜学校として開校。翌年，真澄女学校に改称。昭和 20 年，第八高女二部に
継承され，真澄女学校自体は昭和 20 年３月に廃止となる。昭和 17 年現在，第八高女の三森連象が
兼務していることを確認。
33. 清明女
　昭和 17 年２月に府立清明女学院として開校。その後，清明女学校と改称。昭和 18 年に第十高等
女学校二部に継承され，清明女学校自体は昭和 20 年３月廃止となる。第十高女の浅野正俊が兼務
した。
34. 成和女
　昭和 17 年に第十二高女夜学校として開校。同年中に成和女学校と改称したと思われる。昭和 18
年第十二高女二部に継承され，成和女学校自体は昭和 20 年３月に廃止となる。第十二高女の田畑
為成が兼務する。
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２　私立女学校

1. 青山学院高等女学部
　青山学院校友会女子短期大学部会『青山女学院史』（昭和 48 年）を参照したが，教員表等はない。
大正２年から昭和 20 年頃まで藤本仁平が勤務。国立公文書館の「青山学院女子専門学校　私立専
門学校設立認可願」（昭和７年８月９日）中にある藤本の履歴を参照した。藤本は明治 20 年８月６
日に東京の渡瀬家次男として生まれる。静岡県浜松中学卒業後に日本水彩画研究所，川端画学校に
学ぶ。大正元年７月に山口県士族の藤本ヒナと結婚して藤本姓となる。同年に文部省の文部省中等
学校教員免許検定試験を経て図画教員免許は取得していたが，昭和８年に高等学校図画教員免許も
取得する。図学が得意な教員であった。
2. 跡見女
　一三〇年史編集委員会『跡見学園―一三〇の伝統と創造』（跡見学園，平成 17 年）には勤務期間
記載のない教職員一覧がある。跡見李子は万里小路家の出身で跡見女学校卒。絵の師でもある跡見
花蹊の養女となり，跡見女学校で教える。昭和８年から校長となる。
3. 女子学院
　池上豊子（とよ）は，共立女子職業学校卒で，荒木寛畝の弟子。隅谷静子はしづ，志づ等様々な
表記をもつ，女子美術学校卒の日本画家で秀紅と号する。就職年月は国立公文書館の「私立女子学
院教員調」（大正 12 年）で確認できた。
4. 駿台英和女
　大正 10 年 3 月に廃校になったため，学校そのものの実態が不詳。明治 45 年の『中等教育諸学校
職員録』に千野ヒデが図画担当教員としてある。千野ヒデは図画担当教員というだけで，経歴等は
不明である。
5. 東洋英和女
　東洋英和女学校五十年史編纂委員会『東洋英和女学校五十年史』（同校，昭和九年）の「職員一覧」
を参照。ちなみに 120 年史編集委員会『東洋英和女学院 120 年史』（平成 17 年）には役職者・宣教
師の氏名一覧のみが掲載されている。菊池ますの経歴は不明。関猛も経歴不明であるが，昭和 2 年
に『低学年美術教育の実際』（文化書房）を出版している。
6. 頌栄高女，
　頌栄女子学院百年史編纂委員会『頌栄女子学院百年史』（昭和 59 年）を参照。明治 23 年から大
正 9 年頃まで岡見千吉郎が図画を担当する。岡見千吉郎は同校設立者の岡見清致の実弟で工部美術
学校画学科に学ぶ。清致の義弟が岡見正で習字を担当した。岡見正の三男が仙波均平である。なお，
音楽教育家として知られる納所弁次郎も勤務し，納所の姉すえと結婚したのが菊地鋳太郎である。
小林徳三郎の就任年月は，国立公文書館の同校文書「授業時数変更願」（昭和初期）で確認。
7. 香蘭女
　明治 30 年代から日本画家の荒木寛友（鐸）が大正９年に没するまで勤務した。国立公文書館に
大正 12 年 12 月に関東大震災後に学校状況を報告する書類群がある。その中の香蘭女学校文書に荒
木幾ぬの履歴を参照した。そこには寛友没後は妻である幾ぬが受け継ぐとある。昭和 10 年頃から
広島千代子が勤務する。広島千代子は広島晃甫の妹で東京高等女子師範図画専修科卒。
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8. 普連土女
　普連土学園百年史編纂委員会『普連土学園百年史』（昭和 62 年）を参照したが，教職員一覧はな
い。海老原茂，神庭亮，池辺一夫と東京美術学校図画師範科卒の図画教員が続く。
9. 千代田高女
　松井貞世の勤務は『大正六年八月現在　本願寺職員録』（執行所，大正六年）の千代田高等女学
校の項を参照した。同校は島地黙雷が創設した浄土真宗本願寺派の学校で，現在の千代田女学園高
等学校の前身である。林達慧の就職年月は国立公文書館の同校文書「定員増加認可申請」（昭和 11
年１月）で確認した。
10. 東京女学館
　国立公文書館所蔵の同校教員認可書類（昭和 21 年）に昭和 21 年 10 月現在の教員表があり，そ
こに昭和 18 年 9 月という就職年月日とともに田中君江が記されている。東京女学館には原国子，
松本雛子，広島千代子と十年前後と比較的長く勤務した図画教員がいる。広島千代子は香蘭女学校
の項で述べたように東京女子高等師範図画専修科の出身で，広島晃甫の妹。
11. 精華高女
　森田ノブが大正 14 年 9 月に就任したことは，国立公文書館の同校文書「授業料増額徴収ニ付内申」

（昭和年）で確認した。森田はその後，戦時中まで図画を教える。
12. 東京家政女・牛込高女
　大正13年から鈴木巌の就任は，国立公文書館の同校文書「生徒定員変更認可申請」（昭和15年３月）
で確認した。鈴木巌より前にも図画教員が勤務したはずであるが，判明しなかった。
13. 淑徳高女
　大正３年から戦中まで野生司述太（のうす・のぶた）が図画教員として勤務する。野生司は明治
19 年 11 月に香川県に生まれ，東京美術学校日本画科を卒業し，香雪と号する。ただ野生司は大正 6, 
7 年と昭和 7 ～ 11 年にインドで壁画研究と制作をしている。その間，淑徳高女では補填をしてい
るはずであるが，はっきりしない。
14. 白百合高女
　白百合学園『白百合学園百周年記念誌』（白百合学園，昭和 57 年）に，ジョセフヒーフが関東大
震災で亡くなったとある。工藤まそ（ま楚）の就職年月や日本女子大学卒業については，国立公文
書館の私立仏英和女学校文書「授業料増額許可ノ件」（昭和２年９月）や「授業料変更認可ノ件」（昭
和 18 年３月）を参照した。
15. 帝国婦人協会実践高女
　星ミネの就任年月は，国立公文書館の同校文書「授業ノ件　昭和九年度」を参照した。また，実
践女子専門学校報告会総務部『昭和十六年七月　教職員講師／報告会会員名簿』，同『昭和十八年
七月一日　同』を参照した。なお，昭和 15 年から 17 年にかけて勤務した鎌倉静江は後に沖縄の紅
型研究で有名になる鎌倉芳太郎の夫人。佐藤平太郎は東京高等師範学校図画手工専修科卒で，実践
高女では図案担当教員であった。
16. 実践第二高女
　田上三郎の就任年月は，国立公文書館の同校「生徒定員変更認可申請書」（昭和 16 年２月）で確認。
田上三郎は美術史上に数人いて，それぞれの異同は未確認である。帝国絵画協会編輯部『帝国絵画
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名鑑　現代之部』（帝国絵画協会，大正５年）に明治 21 年 10 月に熊本市に生まれ，父を早く失い
苦学し，上京後に梶田半古，黒田清輝に学び，翠風と号した田上三郎がいる。大正 10 年頃，東京
美術学校日本画科に在籍した田上三郎もいる。さらに富山県出町技芸女学校に大正７年から昭和７
年まで勤務した田上三郎がいる。これらの田上三郎が実践第二高女の田上と同一人かは，現時点で
未確認である。
17. 成女高女
　鈴木てふ，荻野千代，石川節子と女子美術学校卒の図画教員が続く。石川節子（セツ）の就職年月は，
国立公文書館の同校「授業料額変更ノ件認可申請」（昭和 17 年 12 月）を参照。石川節子は大正 13
年から昭和 18 年頃まで約 20 年間勤務した。
18. 帝国女子専門学校附属日本高女
　同校は昭和 30 年３月に廃校となり，神奈川県に移転し現在の相模女子大に継続する。真田久吉，
太田義一，池田幸太郎の就職年月は，国立公文書館の同校「入学考査料認可申請」（昭和 11 年４月），

「授業料増額許可申請」（昭和 16 年２月）にある職員表を参照した。
19. 日本女子大附属高女
　古屋正寿と横山喜和の就職年月は国立公文書館の同校文書「授業料変更願」（昭和 10 年９月），
工藤真十の在勤は同「授業料変更願」（昭和 18 年）で確認した。なお，同校の四十五回生西組記録
の会『百合樹の蔭に過ぎた日―日本女子大学附属高等女学校 45 回生西組の記録』（同会，平成 17 年）
所収の山田佐和子「故長田喜和先生の形見」に長田（横山）喜和のことが書かれている。それによ
れば，横山喜和は日本女子大学の家政学部を卒業後，太平洋美術学校で油絵を学び昭和 11 年３月
に卒業。附属高女で戦後も教える。平成７年 11 月に 92 才で亡くなる。墓は栃木県那須郡馬頭町小
口の個人墓地にある。
20. 三輪田高女
　三輪田高女には戸田二郎が創立時付近の明治 30 年代から昭和４年まで図画教員として勤務する。
戸田二郎は，明治６年８月横浜市に生まれる。川端玉章に師事し，玉秀と号する。川端画学校でも
教える。文展や日本美術協会展に出品した。
21. 東京高女
　東京女子学園九十年史編集委員会『東京女子学園九十年史』（平成５年）の「旧職員・非常勤講
師」を参照した。ただ，就職年と勤務年数しか記載がない。同書によれば小林政衞の就職年は大正
13 年であるが，国立公文書館所蔵の同校の学費変更申請書（昭和９年）の「教員調」には大正 14
年１月８日就職とある。小林の修業歴等は不明。南寛明は荒木寛一の弟子で，同校創立時から勤務
している。
22. 東亜高女
　東亜高女は大正年間中に廃校になったと思われる。帝国絵画協会編輯部『帝国絵画名鑑　現代之
部』（帝国絵画協会，大正５年）によれば，松林雪貞は本名松林孝（こう）といい，明治 13 年５月
に生まれる。野口幽谷に南宗画を学ぶ。文展や日本美術協会に出品した。
23. 上野高女
　岡部敬之助の就職年月は国立公文書館の「学則変更認可申請」（昭和２年２月），豊田宇三郎と渡
辺武久の就職年月は「生徒定員変更認可願」（昭和 13 年１月），萩原実のそれは「授業料額増徴認
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可申請」（昭和 18 年 12 月），金子仁三郎のそれは，「専攻科増設並同学則変更ノ件進達願」（昭和
21 年１月）を参照した。
24. 東洋高女
　東洋女子学園『東洋女子学園六十年史』（昭和 39 年），八十年史編纂委員会『東洋女子学園八十年史』

（東洋女子学園，昭和 59 年）を参照したが，旧教職員一覧等はなし。江南武雄の就職年月は国立公
文書館の同校「学則変更認可申請」（大正 14 年３月）を参照した。なお，前記『六十年史』に江南
は木犀と号し，同学園創立者の村上専精の肖像画を描いたとある。
25. 日本橋高女
　日本橋女学館中高等学校六十五年史編集委員会『日本橋女学館六十五年史』（同館，昭和 45 年）
の「本校職員・生徒の推移」を参照した。鈴木けん，幸田邦次郎，古屋浩蔵と図画教員は比較的長
く勤める。帝国絵画協会編輯部『帝国絵画名鑑　現代之部』（帝国絵画協会，大正５年）によれば，
鈴木けんは，明治 20 年２月に愛知県碧海郡に生まれ，明治 42 年に女子美術学校卒業した後は美術
院研究生とある。
26. 女子聖学院
　森脇英雄の在勤は，国立公文書館所蔵の同校文書「震災ニ伴フ書類提出ノ件」（大正 12 年 12 月）
の「教員調」で確認。ただ，森脇，鹿児島兼三郎，島野重之と男子の聖学院中学と兼務の図画教員
が続く。島野は戦後まで女子聖学院に勤務するが，聖学院中学では昭和 15 年から長原担，曽我英
吉と別な図画教員になっていく。
27. 麹町高女
　荒井幸之の就職年月は国立公文書館の同校文書「麹町高女規則改正之件認可申請」（大正 12 年
12 月），田中憲之のそれは同「生徒定員認可願」（昭和 14 年９月），安藤重春のそれは同「毎年八
月分授業料徴収認可申請書」（昭和 18 年６月）を参照した。
28. 山脇高女
　大貫堅の就職年月は国立公文書館の「授業料額変更ノ件」（昭和 10 年４月），岡部文之助，竹内
喜一の在勤は，同「授業料額変更認可申請」（昭和 19 年２月）を参照した。大正半ばから昭和７年
頃まで椎塚春が図画を担当したが，経歴等は不明。
29. 立教高女
　河原崎謙吉の在勤は国立公文書館の同校「授業料増額ノ件ニ付認可申請」（昭和４年１月），稲葉
スズの就職年月は「生徒定員増加並授業料増加認可申請」（昭和 15 年 12 月）を参照した。稲葉ス
ズは立教高女の卒業生である。
30. 中村高女
　同校は明治 36 年に深川技芸女学校として創立され，明治 42 年に中村高女となった。大正前期は
本間良助が図画を教えた。大正 10 年前から昭和 17 年後までの長年，西郷マサキク（松玉）が図画
を担当した。西郷の経歴等は不明。
31. 雙葉高女
　跡見玉枝の就職年月は，国立公文書館の同校文書「入学料変更認可申請」（昭和２年１月）で確
認した。島田秀の就職年月は同「授業料変更認可申請」（昭和 16 年１月）と同（昭和 18 年４月）
で確認したが，前者が昭和 15 年９月，後者が昭和 14 年４月と異なった期日になっている。表には
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両方を記載した。跡見玉枝は跡見女学校創立した跡見花蹊の姪。
32. 神田高女
　赤城輝子，川田恒之輔の就職年月は，国立公文書館の「八月分授業料徴収ニ関スル件申請」添付
の「現在教職員表」を参照した。荒川いと。三浦ハナ，赤城輝子と東京女子高等師範技芸科卒業生
が図画を担当する。
33. 聖心女子学院高女
　『聖心女子学院創立五十年史』（聖心女子学院，昭和 33 年）を参照した。大正四年の第１回卒業
生の回想にマザー・デジョーが西洋画を教えたとあるので（330 頁），少なくとも大正初めにはデ
ジョーが教えていたことになる。同書によれば，デジョーはフランス生まれで明治 43 年に来日し，
昭和 31 年に静岡県裾野市にある聖心会系の不二修道院で金祝（初誓願から 50 年目の祝い）を受け
たとある（204 頁）。兵庫県の小林聖心女子学院でも教えたことがあるらしい。昭和 17 年卒業生の
回想にも東京の聖心女学院でデジョーが西洋画を教えたとあるので，小林で教えたとすれば，昭和
10 年前後のことであろう。東京美術学校卒業の永井武雄が日本画を教えた。永井の勤務期間は同
書所収の永井自身の回想（373 頁）で判明した。昭和 10 年前後に永井とともに図画を教えたグテ
レス（Gladys Guterres）は，明治末から大正２年まで神戸聖心会が設けた語学校の生徒であった（28
頁）。
34. 京華高女
　京華学園『京華学園百年史』（同学園，平成 11 年）の「京華学園教職員名簿」及び国立公文書館の「授
業料並ニ受験料増額認可申請」（大正 15 年 12 月）。「学則変更認可申請」（昭和 19 年３月）を参照した。
京華中学と共通する図画教員は鈴木武之助だけである。
35. 成栄女
　同校は明治 43 年に創立され，昭和５年までは存在が確認される。しかし，その後に組織変更か
組織変更がされたと思われる。大正 10 年頃までは図画は教えられていなかった。大正末から昭和
５年までは，日本画家の宮崎広雲が図画を教える。

　付記
　実践高女に関しては，実践女子大学の児島薫氏に関係資料等を教示していただいた。感謝申し上
げたい。


